
�
午
後
１
時
・
３
時
／
チ
ェ
ン
バ
ロ

＆
声
楽
／
安
城
音
楽
協
会　

と
こ
ろ

▼
フ
ロ
ー
ラ
ル
プ
レ
イ
ス
・
イ
ベ
ン

ト
広
場

問
い
合
わ
せ
▼
デ
ン
パ
ー
ク（�
〈　

〉
９２

７
１
１
１
）

　

冬
の
大
地
を
か
れ
ん
に
彩
る
「
ク

リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
」
を
、
交
配
種
を

中
心
に
、
原
種
も
あ
わ
せ
多
数
展
示

し
ま
す
。

と
き
▼
２
月　

日�
〜
３
月
５
日�

２８

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時　

と
こ

３０

ろ
▼
フ
ロ
ー
ラ
ル
プ
レ
イ
ス

●
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
特
別
講
演
会

　

講
演
会
へ
の
参
加
者
を
２
月
７
日

�
か
ら
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
３
月
５
日�
①
午
前　

時
〜

１０

　

時　

分
、
②
午
後
２
時
〜
３
時　

１１

３０

３０

分　

と
こ
ろ
▼
フ
ロ
ー
ラ
ル
プ
レ
イ

ス
内
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー　

講

師
▼
野
々
口 
稔 
氏（
ヘ
レ
ボ
ル
ス
倶

み
の
る

楽
部
代
表
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園
芸
出

演
）　

定
員
▼
各　

人（
先
着
順
）

７０

●
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
展
へ
の

　

出
展
者
を
募
集
し
ま
す

　

あ
な
た
の
自
慢
の
ク
リ
ス
マ
ス
ロ

ー
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
出
展
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

出
展
基
準
▼
鉢
の
大
小
は
問
い
ま
せ

ん
。
複
数
の
出
展
も
可
。
た
だ
し
、

直
接
搬
入
出
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

搬
入
日
▼
２
月　

日�
　

搬
出
日
▼

２６

３
月
５
日�
午
後
５
時　

問
い
合
わ
せ
▼
デ
ン
パ
ー
ク（�
〈　

〉
９２

７
１
１
１
）

と
き
▼
２
月
４
日�
・
５
日�
午
前

９
時　

分
〜
午
後
４
時　

内
容
▼
４

３０

日�
芸
能
ま
つ
り（
午
前　

時
〜
午

１０

後
３
時　

分
）・
風
呂
一
般
開
放
・
高

３０

齢
者
講
座
作
品
展
な
ど
、
５
日�
模

擬
店
・
日
用
品
バ
ザ
ー
・
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
開
放
・
高
齢
者
疑
似
体
験
・
人

形
劇
・
児
童
セ
ン
タ
ー
行
事
な
ど

※
駐
車
場
が
狭
い
の
で
乗
り
合
わ
せ

て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
同
セ
ン
タ
ー（�
〈　

〉
７２

６
６
１
６
）

　

別
途
入
園
料
が
必
要
で
す
。
開
催

場
所
、
問
い
合
わ
せ
先
は
同
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス（�
〈　

〉７
１
１
２
）で
す
。

９２

●
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

と
き
▼
２
月
４
日�
・
５
日�
午
前

　

時　

講
師
▼ 
庄 

し
ょ
う 
司 じ 
亮 
り
ょ
う 
子 
氏　

定
員

こ

１０▼　

人（
先
着
順
）　

参
加
費
▼　

円

１００

６００

か
ら

●
押
し
花
教
室

　

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
に
押
し
花
を

ア
レ
ン
ジ
し
て
小
物
を
作
り
ま
す
。

と
き
▼
２
月　

日�
・　

日�
午
前

１１

１２

　

時　

講
師
▼
長
谷
川
は
る
子
氏　

１０定
員
▼　

人（
先
着
順
）　

参
加
費
▼

１００

　

円
か
ら

５００

●
企
画
展
合
同
講
演
会
「
安
城
市
域

に
お
け
る
近
年
の
発
掘
調
査
か
ら
」

と
き
▼
２
月　

日�
午
後
２
時　

と

１１

こ
ろ
▼
同
館
講
座
室　

講
師
▼
県
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
員
・

市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
学
芸
員

問
い
合
わ
せ
▼
文
化
財
課（
同
館
内
／

�
〈　

〉６
６
５
５
）

７７
●
体
験
講
座

「
お
こ
し
も
の
を
つ
く
ろ
う
」

と
き
▼
３
月
４
日�
午
前
９
時　

分
３０

〜
正
午　

と
こ
ろ
▼
同
館
体
験
学
習

室　

講
師
▼
石
川 
敏  
子 
氏　

定
員
▼

と
し 
こ

　

組（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
１
組　

２０

５００

円　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
２

月　

日�
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
同

１０
課（
同
館
内
／�
〈　

〉６
６
５
５
）へ

７７

　

日
本
の
伝
統
芸
能
の
一
つ
で
あ
る

日
本
舞
踊
の
実
演
と
体
験
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

見
る
だ
け
で
な
く
、
舞
台
に
上
が

っ
て
衣
装
や
か
つ
ら
を
体
験
し
た
り
、

三
味
線
や
太
鼓
に
触
れ
て
音
楽
体
験

を
し
た
り
で
き
ま
す
。

と
き
▼
３
月
４
日�
午
後
２
時（
１

時　

分
開
場
）　

と
こ
ろ
▼
文
化
セ

３０
ン
タ
ー
マ
ツ
バ
ホ
ー
ル　

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
▼
２
月　

日�
ま
で
に

２０

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
参
加
希
望
者
氏
名（
何
人
で

も
可
。
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
生
涯
学
習
課
（
同
セ
ン
タ
ー

内
／
〒　
�
０
０
４
１
安
城
市
桜
町

４４６

　
�
　

／�
〈　

〉６
０
６
５
／
Ｅ

１７

１１

７７

メ
ー
ルa

n
jo
g
a
ku
@
ka
tc
h
.n
e
.j

p

／�
〈　

〉１
５
１
５
）へ

７６

　

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

交
通
事
故
の
防
止
を
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
す
。

と
き
▼
２
月　

日�
午
後
２
時　

と

１２

こ
ろ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
マ
ツ
バ
ホ
ー

ル　

内
容
▼
交
通
指
導
員
表
彰
、
交

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

問
い
合
わ
せ
▼
市
民
安
全
課

　

中
部
国
際
空
港
連
絡
鉄
道
建
設
促

進
協
議
会
主
催
で
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
２
月
７
日�
午
後
１
時　

分
３０

と
こ
ろ
▼
教
育
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

演
題
▼
国
土
形
成
計
画
と
東
海
圏
、

中
部
国
際
空
港　

講
師
▼
奥
野 
信  
宏 

の
ぶ 
ひ
ろ

氏（
中
京
大
学
総
合
政
策
学
部
長
）

問
い
合
わ
せ
▼
企
画
政
策
課　

　

南
部
地
区
の
皆
さ
ん
と
同
館
自
主

グ
ル
ー
プ
の
発
表
会
で
す
。
演
目
は

民
謡
・
詩
吟
・
舞
踊
な
ど
で
す
。

と
き
▼
２
月　

日�
午
前
９
時　

分

１２

３０

〜
午
後
４
時　

と
こ
ろ
▼
同
館
多
目

的
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
▼
同
館（�
〈　

〉３
５

９２

２
１
）

●
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ　

Ｏ
Ｎ
Ｅ

　

手
作
り
木
工
展

　

木
の
お
も
ち
ゃ
や
木
彫
り
、
民
芸

家
具
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
作
品
約　

点
を
展
示
し
ま

５０

す
。

と
き
▼
３
月
５
日�
ま
で　

と
こ
ろ

▼
デ
ン
パ
ー
ク
館
展
示
ル
ー
ム

●
バ
レ
ン
タ
イ
ン

　

ス
イ
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト

と
き
／
内
容
／
出
演
▼
①
２
月　

日
１１

�
午
後
１
時
・
３
時
／
弦
楽
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
／
ア
イ
ン
・
ク

ラ
ン
グ
弦
楽
合
奏
団　

②
２
月　

日
１２

�広報あんじょう　2006.2.1

「
対
象　

ど
な
た
で
も
」

「
定
員　

特
に
な
し
」

「
費
用　

無
料
」
の
場
合
は

　

記
載
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

催
し

講
座

・

歴
史
博
物
館
の
催
し

デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
の
講
座
・
教
室

南
部
公
民
館
芸
能
発
表
会

西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

デ
ン
パ
ー
ク
の
催
し

交
通
安
全
市
民
大
会

伝
統
芸
能
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

中
部
国
際
空
港
ア
ク
セ
ス

講
演
会

デ
ン
パ
ー
ク
・
ク
リ
ス
マ
ス

ロ
ー
ズ
展
示
会
２
０
０
６
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●
フ
ォ
ト
マ
ス
タ
ー
に
よ
る
写
真
講
座

　

春
の
訪
れ
と
組
み
写
真

と
き
／
内
容
▼
３
月　

日�
／
講
義
・

１０

撮
影
実
習
、　

日�
／
作
品
の
講
評
・

２４

指
導（
全
２
日
）　

※
い
ず
れ
も
午
前

　

時
か
ら
。　

日
は
デ
ン
パ
ー
ク
館

１０

２４

で
開
催
。　

講
師
▼
鶴
田 
郁  
夫 
氏　

い
く 
お

定
員
▼　

人（
先
着
順
）　

参
加
費
▼

２５

２
０
０
０
円（
講
評
時
の
ド
リ
ン
ク

代
込
み
、
写
真
現
像
代
別
途
）　

対

象
機
材
▼
レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
、

コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
、
一
眼
レ
フ
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ（
パ
ソ
コ
ン
処
理

は
し
ま
せ
ん
）　

申
し
込
み
▼
２
月

　

日�
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
同
ク

１０ラ
ブ
ハ
ウ
ス（�
〈　

〉７
１
１
２
）へ

９２

●
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ク
ッ
キ
ー
教
室

　

ハ
ー
ト
型
ク
ッ
キ
ー
を
作
り
ま
す
。

と
き
▼
２
月
５
日�
・　

日�
午
後

１２

１
時
・
２
時　

分　

定
員
▼
各　

人

３０

４８

（
先
着
順
）　

参
加
費
▼　

円　

申
し

５００

込
み
▼
当
日
午
前
９
時
か
ら
同
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
へ（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

●
食
育
べ
ジ
フ
ル
講
座
「
野
菜
・
果

物
の
食
べ
方
〜
赤
い
実
に
つ
い
て
」

　

地
元
の
食
材
を
テ
ー
マ
ご
と
に
、

健
康
効
果
、
保
存
や
調
理
方
法
、
食

材
の
食
べ
比
べ
、
品
質
や
鮮
度
の
よ

い
物
の
見
分
け
方
な
ど
を
お
話
す
る

講
座
で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ト

マ
ト
」。野
菜
・
果
物
の
ソ
ム
リ
エ
を

迎
え
て
の
教
室
で
す
。

と
き
▼
２
月　

日�
午
後
１
時　

分

１８

３０

講
師
▼
石
川 
浩  
恵 
氏　

定
員
▼　

人

ひ
ろ 
え

３２

（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
１
５
０
０
円

申
し
込
み
▼
２
月
４
日�
午
前
９
時

か
ら
電
話
で
同
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス（�

〈　

〉７
１
１
２
）へ

９２と
き
▼
２
月　

日�
午
後
１
時　

分

１７

３０

〜
３
時　

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館
大
会

議
室　

講
師
▼
藤
岡 
博 
氏（
東
海
財

ひ
ろ
し

務
局
長
）　

申
し
込
み
･
問
い
合
わ

せ
▼
財
政
課

と
き
▼
２
月　

日�
午
後
２
時
〜
４

１６

時　

と
こ
ろ
▼
衣
浦
東
部
保
健
所
安

城
支
所　

対
象
▼
神
経
系
難
病
患
者

と
そ
の
家
族　

内
容
▼
講
話
「
災
害

時
の
備
え
に
つ
い
て
」、座
談
会　

※
神
経
系
難
病
に
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
、 
脊  
髄 
小
脳
変
性
症
、
多
系
統 
萎 

せ
き 
ず
い 

い

縮
症
、
筋 
萎 
縮
性 
側  
索  
硬  
化 
症
な
ど

い 

そ
く 
さ
く 
こ
う 
か

が
あ
り
ま
す
。　

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
▼
２
月　

日�
ま
で
に
電
話

１０

で
同
所（�
〈　

〉７
４
４
１
）へ

７５

　

安
城
市
、
碧
南
市
、
刈
谷
市
、
知

立
市
及
び
高
浜
市
在
住
、
在
勤
の
人

は
、
ど
の
会
場
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

●
普
通
救
命
講
習
会
Ⅰ

と
き
▼
２
月　

日�
午
前
９
時
〜
正

１９

午　

と
こ
ろ
▼
刈
谷
消
防
署　

定
員

▼　

人（
先
着
順
）　

内
容
▼
心
肺 
蘇 そ

２０

 
生 
法（
気
道
確
保
、
人
工
呼
吸
、
心

せ
い臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
）、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、

止
血
法
な
ど　

申
し
込
み
▼
２
月
５

日�
午
前
９
時
か
ら
同
署
救
急
係

（�
〈　

〉１
２
９
９
）へ

２３

●
小
児
・
乳
児
応
急
手
当
講
習
会

と
き
▼
２
月　

日�
午
前
９
時
〜　

２６

１１

時　

と
こ
ろ
▼
知
立
消
防
署　

定
員

▼　

人（
先
着
順
）　

内
容
▼
小
児
・

１５
乳
児
の
心
肺
蘇
生
法
、
ひ
き
つ
け
、

の
ど
に
異
物
が
詰
ま
っ
た
時
の
処
置

申
し
込
み
▼
２
月
５
日�
午
前
９
時

か
ら
同
署
救
急
係（�
〈　

〉４
１
４

８１

４
）へ

問
い
合
わ
せ
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

消
防
局
消
防
課（�
〈　

〉０
１
３
５
）

６３

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
４
月
か

ら
歯
科
健
診
や
歯
科
保
健
指
導
に
従

事
す
る
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生

３０

ま
れ
の
歯
科
衛
生
士
の
免
許
を
有
す

る
人　

賃
金
▼
１
時
間
１
８
９
０
円
・

通
勤
割
増
１
日　

円　

勤
務
日
時
▼

２００

月
５
回
程
度
で
１
回
あ
た
り
２
・
３

時
間
程
度
。（
健
診
は
水
曜
日
午
前
、

木
・
金
曜
日
午
後
。
そ
の
他
の
業
務

は
変
則
勤
務
）　

募
集
人
数
▼
若
干

名　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
２

月　

日�
ま
で
に
履
歴
書（
写
真
付

１７
き
）、歯
科
衛
生
士
免
許
を
持
っ
て
健

康
課（
同
セ
ン
タ
ー
内
／�
〈　

〉１

７６

１
３
３
）へ

募
集
人
数
▼
２
人　

対
象
▼
昭
和　
２６

年
４
月
２
日
〜　

年
４
月
１
日
生
ま

５６

れ
で
、
保
健
師
・
看
護
師
の
資
格
の

あ
る
人
、
ま
た
は
介
護
保
険
法
に
規

定
す
る
介
護
支
援
専
門
員　

勤
務
内

容
▼
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
の
た

め
の
訪
問
調
査
な
ど　

勤
務
日
時
▼

月
〜
金
曜
日
の
週
５
日
以
内
で
原
則

と
し
て
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の
間

で
指
定
す
る
時
間　

賃
金
▼
１
時
間

１
３
０
０
円　

採
用
予
定
▼
４
月
３

日�
　

※
３
月
中
旬
か
ら
研
修
を
受

け
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

選
考
▼
２
月　

日�
／
面
接
・
口
頭

２２

試
問　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

２
月　

日�
ま
で
に
①
採
用
申
込
書

１７

②
保
健
師
・
看
護
師
は
資
格
免
許
証

の
写
し　

③
介
護
支
援
専
門
員
は
資

格
免
許
証
な
ど
の
写
し
と
実
務
研
修

受
講
試
験
の
合
格
を
証
明
す
る
書
類

の
写
し
を
持
っ
て
、
高
齢
福
祉
課
へ

※
募
集
要
項
・
採
用
申
込
書
は
、
２

月
１
日�
か
ら
同
課
で
配
布
し
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
内
の
飲
食
店（
喫
茶
・

軽
食
／
５
月
上
旬
開
店
予
定
）の
経

営
者
を
募
集
す
る
に
あ
た
り
、
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
２
月　

日�
午
前　

時
〜　

１３

１０

１１

時　

と
こ
ろ
▼
同
セ
ン
タ
ー
講
座
室

店
舗
の
概
要
▼
面
積�
　
�
程
度
、

５０

使
用
料�
１
か
月
１
３
０
０
円
／�

程
度
、
そ
の
他�
 
厨 

ち
ゅ
う 
房 
器
具
な
ど
必

ぼ
う

要
な
設
備
品
と
光
熱
水
費
な
ど
は
経

営
者
負
担

問
い
合
わ
せ
▼
生
涯
学
習
課（
同
セ

ン
タ
ー
内
／�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６

　

県
交
通
安
全
対
策
会
議
で
は
、
来

年
度
か
ら
５
か
年
を
対
象
期
間
と
す

る
第
８
次
愛
知
県
交
通
安
全
計
画
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
同
計
画（
中
間
案
）が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
案
に

関
す
る
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。
な
お
、
同
計
画（
中
間
案
）、

意
見
提
出
様
式
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
県
民
意
見
提
出
制
度（U

R
L
=
h
tt

p
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
/ko
h
o
/

p
la
n
/p
la
n
.h
tm

）で
閲
覧
・
入
手

で
き
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法
▼
２
月　

日�
ま

２８

で
に
居
住
す
る
市
町
村
名
・
年
齢
・

性
別
・
職
業
を
記
入
の
上
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
愛
知

県
県
民
生
活
部
社
会
活
動
推
進
課
交

通
安
全
グ
ル
ー
プ（
〒　
�
８
５
０

４６０

１
住
所
不
要
／�
　

〈　

〉８
７
３

０５２

９７１

６
／
Ｅ
メ
ー
ルs

ya
ka
ika
ts
u
d
o

@
p
re
f.a
ic
h
i.lg
.jp

）へ
。　

※
提

出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、
計
画
作
成
に

向
け
て
の
参
考
と
し
、
個
々
に
回
答

は
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
個
人
情
報
を

除
い
て
公
開
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
同
グ
ル
ー
プ（�
　
０５２

〈　

〉６
１
７
７
）

９５４

募

集

救
命
講
習
会

文
化
セ
ン
タ
ー
の

テ
ナ
ン
ト
経
営
者

臨
時
歯
科
衛
生
士

介
護
認
定
調
査
員（
臨
時
職
員
）

交
通
安
全
計
画
に
対
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

神
経
系
難
病
患
者
と
家
族

の
つ
ど
い

講
演
会

「
財
政
の
現
状
と
課
題
」



親と子の 対話がつくる よい家庭

「家庭の日」県民運動実施中
　毎月第３日曜日は「家庭の日」です。
これは家庭の持つ重要性について認識
を深め、一家団らんの時間を持てるよ
うにと、県が定めたものです。
　家庭はかけがえのない生活の基盤で
あり、家族のふれあいと連帯感を深め
る場です。また、子どもにとっては、人間としての生き
方の基本を学ぶ最も大切な教育の場です。
　この機会に、一人ひとりが明るく楽しい家庭を作るた
めに何ができるかを考え、家族みんなで話し合い、それ
ぞれの家庭に合った楽しい「家庭の日」を作ってみませ
んか。
 
●青少年の家体育室を第３日曜日に無料開放
　青少年の家では、「家庭の日」に限り、親子で利用する
場合は無料で体育室を使うことができます。卓球などに
ご利用ください。
開放時間 ▼午前９時～午後４時３０分

働いている妊産婦さんへ
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　妊娠・出産などを理由とした解雇は禁止されています。
（男女雇用機会均等法第８条）
　次のような場合、労働局雇用均等室にご相談ください。
あなたの問題の解決をお手伝いします。
���������	
��

　�子育ては大変だろうからと退職をすすめられたり、
　　強要された
���������	
��


　�退職する予定もないのに自分の後任が募集されてい
　　る
　�産休後はパートになってもらうと言われた
　�残業や夜勤をしないなら辞めてもらうと言われた
���������

　�つわりがひどく、医師からの指導もあって休んだら、
　　何かあっても責任がとれないから退職して欲しいと
　　言われた

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
、
既

に
あ
る
世
帯
へ
転
入
・
転
居
な
ど
の

住
所
変
更
を
行
う
と
、
変
更
先
の
世

帯
主
に
国
保
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

住
所
変
更
を
す
る
人
が
、
変
更
先

の
世
帯
主
か
ら
み
て
配
偶
者
や
直
系

の
親
族
以
外（
具
体
的
に
は
同
居
人
、

兄
弟
な
ど
）に
あ
た
る
場
合
は
、
３

月
１
日
か
ら
、
市
民
課
で
の
住
所
変

更
の
届
出
時
に
、
変
更
先
の
世
帯
主

の
承
諾
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
様

式
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
市
民
課

　

退
職
者
医
療
制
度
は
、
会
社
な
ど

を
退
職
し
、
厚
生
年
金
な
ど
を
受
給

し
て
い
る　

歳
未
満
の
国
保
加
入
者

７５

と
、
そ
の
被
扶
養
者
が
対
象
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
を
適
正
に
運

営
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
制
度
で

す
の
で
、
該
当
す
る
人
は
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
届
け
出
が
済
ん
で
い

る
人
に
は
、
サ
ー
モ
ン
色
の
国
民
健

康
保
険
証
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象（
①
②
③
は
す
べ
て
該
当
し
て

い
る
こ
と
）▼
①
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る　

②
老
人
保
健
制
度

の
適
用
を
受
け
て
い
な
い　

③
厚
生

年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど
か
ら
老

齢（
退
職
）年
金
を
受
け
て
お
り
、
年

金
加
入
期
間
が　

年
以
上
、
ま
た
は

２０

　

歳
以
後
の
加
入
期
間
が　

年
以
上

４０

１０

あ
る　

④
退
職
被
保
険
者
本
人
と
同

世
帯
で
、
主
と
し
て
本
人
に
よ
り
生

計
を
維
持
し
て
い
る
本
人
の
配
偶
者

及
び
三
親
等
内
の
親
族　

手
続
き
▼

国
民
健
康
保
険
証
、
認
め
印
、
年
金

証
書
を
持
っ
て
国
保
年
金
課
ま
た
は

南
部
・
桜
井
支
所
、
北
部
出
張
所
へ

問
い
合
わ
せ
▼
同
課

　

宅
地（
保
留
地
）５
区
画
を
先
着
順

で
分
譲
し
ま
す
。
申
込
用
紙
と
資
料

は
、
区
画
整
理
１
課
で
お
渡
し
し
ま

す
。
な
お
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
同
課

　

学
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
経

済
的
な
理
由
で
高
等
学
校（
公
私
立
）

へ
の
進
学
や
修
学
が
困
難
な
人
を
対

象
に
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
▼
市
内
に
住
み
、
経
済
的
な
理

由
で
進
学
や
修
学
が
困
難
な
学
力
優

秀
な
人
で
、
他
の
奨
学
金
を
受
け
て

い
な
い
人　

奨
学
金
▼
月
額
９
０
０

０
円　

※
６
か
月
ず
つ
年
２
回
支
給
。

申
し
込
み
▼
３
月　

日�
ま
で
に
、

３１

今
年
進
学
す
る
人
は
在
学
し
て
い
る

中
学
校
へ
。
高
校
在
学
中
の
人
は
市

教
育
委
員
会
総
務
課
へ

問
い
合
わ
せ
▼
同
課

　

冬
か
ら
春
の
番
組
へ
切
り
替
え
る

た
め
、
２
月　

日�
か
ら　

日�
ま

１５

２４

で
投
映
を
休
み
ま
す
。

　

な
お
、
２
月　

日�
か
ら
春
の
新

２５

番
組
「
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ

（
仮
称
）」を
投
映
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
生
涯
学
習
課（
文
化

セ
ン
タ
ー
内
／�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６

　

古
典
籍
の
宝
庫
・
岩
瀬
文
庫
の
所

蔵
資
料
の
書
誌
調
査
の
過
程
で
得
た

新
し
い
発
見
、
驚
い
た
こ
と
や
お
も

し
ろ
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
皆
さ
ん
に

お
伝
え
し
ま
す
。
古
い
書
物
の
楽
し

さ
を
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。

と
き
▼
４
月
２
日�
ま
で
の
午
前
９

〜
午
後
５
時（
月
曜
休
館
）　

と
こ
ろ

▼
岩
瀬
文
庫
企
画
展
示
室

問
い
合
わ
せ
▼
西
尾
市
岩
瀬
文
庫

（�
０
５
６
３〈　

〉２
４
５
９
）

５６
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そ

の

他

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
休
館

高
校
進
学
・
修
学
に
奨
学
金

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

安
城
北
部
土
地
区
画
整
理

事
業
の
宅
地
を
分
譲

国
保
加
入
者
の
住
所
変
更

届
出
時
の
世
帯
主
の
承
諾

に
つ
い
て

退
職
者
医
療
制
度
の
届
け
出

は
お
済
み
で
す
か

青少年愛護センター（青少年の家内／�〈７６〉３４３２） 厚生労働省愛知労働局雇用均等室（�０５２〈２１９〉５５０９）

岩
瀬
文
庫
企
画
展
「
こ
ん
な
本

が
あ
っ
た
！
〜
岩
瀬
文
庫
平
成

悉
皆
調
査
中
間
報
告
展
Ⅲ
〜
」

し
っ 
か
い

西　尾



主要地方道岡崎刈谷線
夜間通行止めのお知らせ
　横断歩道橋を新設するため、同道路の一

部区間が夜間通行止めになります。工事中

は、う回路の案内に従って通行してくださ

いますよう、ご協力をお願いします。

とき ▼２月２５日�午前０時～６時　※天候

不順の場合は翌日に延期します。　通行止

め区間 ▼緑町１東交差点～緑町１交差点

施工者 ▼日車建設工事�

土木課

広報あんじょう　2006.2.1�
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外国語併記の
情報ボックス

※申し込みや問い合わせは、日本語
でお願いします。

※ ��������	�
	
���
�	�
���
�����	�

������������	
����

※ ����������	
��	���	
�����
���������
�����������	�

交通規制のおしらせ
第２１回　明治用水緑道市民駅伝大会

２月１２日�
午前９時４０分～１１時３０分

明治用水緑道市民駅伝大会実行委員会（市体育館内／�〈７５〉３５３５）

ご協力をお願いします。 交通規制・う回については、現場係員の
指示に従ってください。


